
（第三種郵便物認可）２０１５年１１月２５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

11
月
28
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

田
辺
隆
氏
（
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
副
会
長
）

会
費　

会
員
無
料

レ
セ
プ
ト
電
子
請
求
の
も
と
で
の
審
査
と
次
期
診
療

報
酬
改
定
の
課
題

社
保
講
習
会

日
時　

12
月
４
日
（
金
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師 　

 

森
原
康
仁
氏
（
三
重
大
学
人
文
学
部
法
律
経
済
学
科

准
教
授
）

定
員　

１
０
０
人

「
大
筋
合
意
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
―
そ
の
社
会
・
経
済
的
影

響
を
考
え
る
」

大
阪
共
済
懇
話
会
・
学
習
交
流
会

日
時　

12
月
５
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

 

加
藤
治
子
氏
（
性
暴
力
救
援
セ
ン
タ
ー
大
阪
Ｓ
Ａ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
代
表
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

50
人

「
性
暴
力
被
害
者
に
寄
り
添
っ
て
―
性
暴
力
救
援
セ

ン
タ
ー
大
阪
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
５
年
間
の
取
り
組
み

か
ら
」

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

日
時　

11
月
29
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

行
き
先　

淡
路
島
・
福
良
「
海
上
ホ
テ
ル
」

会
費　

１
万
２
千
円
（
子
ど
も
食
事
あ
り
８
千
円
）

定
員　

40
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

行
程　

 

な
ん
ば⇒

西
梅
田⇒

千
年
一
酒
蔵
（
酒
蔵
見
学
と
試

飲
）⇒

海
上
ホ
テ
ル
に
て
「
ふ
ぐ
フ
ル
コ
ー
ス
と
牛

陶
板
焼
き
」
の
ご
昼
食　

温
泉
で
入
浴⇒

道
の
駅
う

ず
し
お
（
展
望
台
か
ら
う
ず
し
お
の
見
学
と
お
買

物
）⇒

西
梅
田⇒

な
ん
ば

ふ
ぐ
食
べ
に
行
こ
う
―
南
淡
路
島
へ
行
く
日
帰
り
バ

ス
ツ
ア
ー

大
阪
市
東
部
・
北
部
・
南
部
地
区
共
催

日
時　

12
月
５
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
６
階
６
０

２
号
室
（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

話
題
提
供　

福
原
稔
氏
（
吹
田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

40
人

「
ス
タ
ッ
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
〝
持
論
〞
を
見
つ

け
よ
う
」
パ
ー
ト
Ⅱ

北
大
阪
地
区
会
員
交
流
会

ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
横
丁
に
て
、
新
世
界
の

歴
史
を
学
ぶ
＝
１
日
、
大
阪
市
内　
　

「
集
団
的
自
衛
権
を
許
容
し
た
条
文
は
な
い
」
と
話
す

木
村
草
太
氏
＝
10
月
25
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　
　
　

慌しく人々が行き交うでんでんタウン
＝11月、大阪市内　　　　　　　　　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
で

も
手
軽
に
買
う
こ
と
が
で

き
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
家
電

量
販
店
が
で
き
た
現
在
、
昔

は
よ
く
電
子
機
器
を
求
め
て

日
本
橋
ま
で
買
い
物
に
行
っ

た
先
生
方
も
、
最
近
で
は
出

向
く
機
会
が
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
か
つ
て
は
関
西
有
数
の

電
気
街
と
し
て
栄
え
た
日
本

橋
で
ん
で
ん
タ
ウ
ン
も
、
10

年
前
に
は
す
で
に
さ
び
れ
そ

き
、
で
ん
で
ん
タ
ウ
ン
を
目

指
す
。

　

新
今
宮
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
ゲ
ー
ト
跡
地
。
子
ど
も
が

幼
い
頃
に
何
度
か
訪
れ
た
際

に
は
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

に
人
が
溢
れ
て
い
た
が
、
今

で
は
１
階
が
パ
チ
ン
コ
店
、

踏
み
入
れ
る
と
、
日
曜
日
に

も
関
わ
ら
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
が

下
り
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い

こ
と
が
わ
か
る
。
昔
か
ら
煩

雑
で
決
し
て
き
れ
い
で
は
な

か
っ
た
電
気
店
は
、
ま
す
ま

す
古
び
て
お
り
、
年
月
の
経

過
を
感
じ
る
。
扱
う
製
品
も

店
、
携
帯
電
話
販
売
店
ば
か

り
で
あ
る
。
道
行
く
人
は
そ

れ
ほ
ど
減
っ
て
い
な
い
が
、

話
す
言
葉
が
違
う
。
中
国

語
、
韓
国
語
、
聞
き
取
る
こ

と
が
出
来
な
い
も
の
ま
で
、

多
種
多
様
な
言
語
に
溢
れ
て

い
る
。
通
り
は
外
国
人
観
光

客
で
混
雑
し
、
逆
に
日
本
人

が
あ
ま
り
い
な
い
よ
う
に
感

じ
た
。

　

値
切
れ
る
と
の
情
報
が
あ

る
の
だ
ろ
う
。
外
国
人
観
光

客
に
長
々
と
無
茶
な
値
段
交

渉
を
さ
れ
、
少
々
疲
れ
気
味

の
店
員
。
爆
買
い
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
果
て

し
な
く
続
く
無
意
味
な
交
渉

と
戦
う
店
員
の
姿
に
は
、
少

々
同
情
し
て
し
ま
う
。
店
員

と
は
正
反
対
に
外
国
人
観
光

客
は
元
気
満
々
。
無
理
な
値

下
げ
を
押
し
通
そ
う
と
す
る

姿
に
は
、
文
化
の
違
い
を
感

じ
る
。

　

で
ん
で
ん
タ
ウ
ン
も
時
代

の
流
れ
か
ら
取
り
残
さ
れ
な

い
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
模
索
し

て
い
る
と
こ
ろ
な
の
だ
ろ

う
。
こ
れ
か
ら
の
10
年
に
期

待
し
た
い
と
思
う
。

　

こ
の
忘
れ
ら
れ
た
何
十

年
、
歯
科
業
界
も
大
変
な
苦

労
が
あ
っ
た
。
で
ん
で
ん
タ

ウ
ン
が
こ
こ
ま
で
に
な
っ
て

い
る
の
か
と
見
せ
つ
け
ら
れ

て
は
、
歯
科
業
界
も
努
力
し

な
い
と
い
け
な
い
。
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

（
新
聞
部
・
谷
聰
）

　

最
後
に
「
て
ん
の
う
じ
村

記
念
碑
」
の
前
で
西
俣
氏

は
、
こ
の
碑
の
題
字
を
書
い

た
漫
才
作
家
の
秋
田
実
氏
の

言
葉
『
花
よ
り
も
月
よ
り

も
、
な
お
美
し
き
か
な
人
の

笑
顔
』
を
紹
介
し
、「
平
和

あ
っ
て
こ
そ
の
笑
顔
で
す
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

や
道
頓
堀
に
続
く
水
路
が
あ

っ
た
な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
付

近
、
大
国
主
神
社
の
木
津
勘

助
像
、
昭
和
の
匂
い
を
残
す

通
天
閣
商
店
街
を
散
策
し
、

各
所
の
成
り
立
ち
か
ら
現
代

に
至
る
ま
で
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
当
時
の
大
阪
に
思

い
を
馳
せ
た
。

文
化
企
画
「
古
地
図
で
歩
く

大
阪
」
を
開
催
し
た
。
参
加

・
限
定
さ
せ
た
こ
と
を
指

摘
。
こ
う
し
た
成
果
を
も
と

に
、
安
保
法
制
を
具
体
化
さ

せ
な
い
追
及
が
可
能
に
な
っ

た
と
語
っ
た
。

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
１

日
、
西
俣
稔
氏
を
案
内
人
に

受
け
る
」
と
語
っ
た
。

　

一
方
で
、
安
保
法
制
を
め

ぐ
る
政
府
の
国
会
答
弁
で

は
、
存
立
危
機
事
態
や
後
方

支
援
な
ど
の
範
囲
を
明
確
化

の
中
に
探
す
の
は
「
ネ
ス
湖

で
ネ
ッ
シ
ー
の
存
在
を
証
明

す
る
の
と
同
じ
」と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
政
府
が
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
の
条
件
と

す
る
〝
存
立
危
機
事
態
〞
に

つ
い
て
、
日
本
へ
の
武
力
攻

撃
が
発
生
し
た
事
態
と
す
る

従
来
の
見
解
を
変
更
し
、

「
日
米
同
盟
の
揺
ら
ぎ
」
や

「
石
油
の
値
段
が
上
が
る
」

な
ど
を
含
め
る
な
ど
、
明
確

に
定
義
し
て
い
な
い
こ
と
を

批
判
。「
存
立
危
機
事
態
条

項
の
内
容
は
あ
ま
り
に
も
不

明
確
な
も
の
。
存
立
危
機
事

態
条
項
は
憲
法
９
条
違
反
で

あ
る
以
前
に
、
そ
も
そ
も
不

明
確
ゆ
え
に
違
憲
の
評
価
を

国
内
の
安
全
を
保
護
す
る
義

務
を
課
す「
13
条
」が
例
外
的

根
拠
と
な
っ
て
個
別
的
自
衛

権
を
合
憲
と
す
る
政
府
見
解

を
説
明
。
そ
の
上
で
、
集
団

的
自
衛
権
に
つ
い
て
例
外
を

許
容
し
た
条
文
は
存
在
し
な

い
と
指
摘
。
集
団
的
自
衛
権

を
合
憲
と
す
る
論
拠
を
憲
法

　

「
お
お
さ
か
医
科
・
歯
科

九
条
の
会
」
は
10
月
25
日
、

首
都
大
学
東
京
准
教
授
（
憲

法
学
）・
木
村
草
太
氏
の
講

演
会
を
開
催
し
、
１
７
１
人

が
参
加
し
た
。

　

木
村
氏
は
、
９
条
が
一
般

的
な
武
力
行
使
を
禁
止
し
て

い
る
一
方
で
、
政
府
に
対
し

者
８
人
は
、
大

正
時
代
の
古
地

図
を
片
手
に
、

日
本
で
一
番
狭

い
行
政
区
で
あ

る
浪
速
区
か
ら

新
世
界
ま
で
歩

き
な
が
ら
、
大

阪
の
歴
史
を
学

ん
だ
。

　

か
つ
て
江
戸

幕
府
の
米
蔵

「
難
波
御
蔵
」

う
な
予
感
が
あ
っ
た
。

　

現
在
の
街
の
様
相
を
確
認

す
べ
く
、
10
年
ぶ
り
に
足
を

運
ん
で
み
た
。

　

新
今
宮
駅
か
ら
堺
筋
を
歩

２
階
に
は
大
型
デ
ィ
ス
カ
ウ

ン
ト
ス
ト
ア
「
ド
ン
・
キ
ホ

ー
テ
」。
な
ん
と
も
味
気
な

い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

　

で
ん
で
ん
タ
ウ
ン
に
足
を

中
古
品
が
中
心
と
な
っ
て
い

た
。

　

比
較
的
新
し
い
店
舗
も
あ

る
が
、
そ
れ
は
電
気
店
で
は

な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
や
飲
食

278

外
国
語
が
飛
び
交
う
電
気
街

日
本
橋

日
本
橋

木
村
草
太
氏
が
講
演

古
地
図
で
新
世
界
歩
く

医科・歯科
九 条 の 会

〝
合
憲
論
〞は
ネ
ッ
シ
ー
と
同
じ

大
阪
市
南
部
地
区

署名用紙の追加は大阪府歯科保険医協会事務局（☎06-6568-7731）まで

　「保険でよい歯科医療を」全
国連絡会は、①窓口負担の引き
下げ②保険給付範囲の拡大――
を求める請願署名に取り組んで
います。
　協会は、来年の診療報酬改定
に向け、歯科医療改善を求める
多くの国民の声を国会に突きつ
けようと、会員の先生方の積極
的な協力を呼びかけています。
　ぜひご協力お願いします。

保険でよい歯科署名にご協力を保険でよい歯科署名にご協力を


